
前
行
の
硯
野
鶴
事
の
後
行
の
親
野
闘
箏
に
及
ば
ず
影
響

黒
　
田
　
　
源
　
次

69

内
　
容

叙
　
言

第
一
章
　
第
一
撃
験
法
及
び
其
結
果
　
前
行
の
黒
自
観
野
闘
争
の
学
行
の
色
彩
観
野

　
　
翻
翁
に
及
ぼ
す
影
響

　
第
一
節
實
験
装
置
及
び
順
序

　
脚
第
二
節
　
實
験
結
果

第
二
章
　
第
二
實
験
法
及
び
其
結
果
　
前
行
の
色
彩
母
野
、
岡
箏
の
簡
輩
観
野
融
合
㌘

　
　
越
え
．
て
後
行
の
色
彩
観
野
闘
争
に
及
ぼ
す
影
響

　
第
一
節
　
實
験
装
置
及
び
其
順
序

　
第
二
節
　
實
験
結
果

　
　
イ
　
反
復
せ
ら
る
る
赤
・
黄
の
視
野
闘
争
の
問
に
友
色
（
黒
紙
）
の
親
野
融
合
を
窺
晶

晶
単
行
の
醜
野
翻
撃
の
後
行
の
競
野
灘
撃
に
及
ぼ
す
影
…
響
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
六
九



7e

哲
．
罎
研
銘
　
・
第
五
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
O

　
　
　
も
舟
る
實
験
結
果
，
．

　
　
。
’
反
復
し
て
観
察
せ
ら
る
る
赤
・
黄
の
観
野
翻
翁
の
問
に
白
を
観
察
し
詑
る
實

　
　
“
験
結
果

　
　
ハ
　
撮
．
要
、

第
三
章
　
第
三
實
験
及
び
其
結
果
　
前
行
の
色
彩
薄
野
闘
璽
の
直
接
後
行
ず
る
色
彩

　
鏡
野
圏
争
に
及
ぼ
す
影
響

　
第
一
節
　
實
験
装
置
友
び
其
順
序

　
第
二
節
　
實
駿
結
果

　
．
4

　
　
”

　
　
ハ
，

第
四
章

　
叙

赤
・
黄
と
緑
童
と
の
縫
次
的
愚
察

毒
緑
の
同
時
的
並
び
龍
畿
二
二
槻
察

癬
婁

結
、
論

言

輿
へ
ら
れ
碧
二
色
影
の
二
野
信
望
嚢
若
く
は
．
憂
時
間
を
警
τ
後
行
ず
る
或
二
章



彩
の
端
野
闘
璽
に
野
も
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
此
問
題
を
決
定
す
る
が
だ
め
に
予
は

敷
種
の
實
」
験
方
法
を
設
定
し
距
ウ
。
以
下
其
方
法
亡
び
實
験
紹
果
に
就
て
記
述
す
べ
．
し
。

第
一
章
　
第
二
實
験
法
及
び
，
其
結
果
’
前
行
の
黒
白
観
野
げ

　
　
闘
箏
の
後
鞘
の
色
彩
視
野
闘
事
に
及
ぼ
，
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
第
一
飾
弓
瞼
装
置
及
び
順
序

　
．
第
一
研
，
解
法
の
壁
織
は
前
行
の
無
色
刺
戟
の
親
型
置
箏
が
濫
行
の
色
彩
観
野
闘
璽
．
に
果
し
て
．

　
如
何
な
る
影
響
を
．
與
ぶ
る
か
を
見
ん
と
す
る
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
装
置
は
韓
換
露
出
櫨
を
用
為
同
機
の
棋
子
す
る
根
の
前
起
左
右
に
開
く
扉
を
附
宝
扉
に
は

　
色
彩
．
七
号
闘
箏
に
賜
う
る
色
紙
を
張
う
附
け
、
露
出
機
の
板
面
に
ば
黒
白
の
紙
を
張
る
。
但
其
一

　
画
に
は
自
を
右
黒
を
左
に
し
、
他
面
盆
は
黒
を
右
自
を
左
に
す
。
　
さ
れ
ば
扉
を
閉
せ
ば
色
彩
視
野
・

　
．
軍
馬
を
観
察
し
得
べ
く
、
叉
扉
を
開
き
て
露
出
機
を
動
か
す
と
き
は
一
定
の
時
間
を
置
き
て
盤
自

　
の
刺
戟
が
左
右
爾
眼
と
も
に
鍵
化
す
べ
し
。
か
く
黒
と
臼
と
の
位
置
を
礎
化
す
る
は
極
め
て
融

　
合
し
や
す
き
自
と
黒
と
の
親
駐
翻
争
を
間
断
な
く
徽
績
的
に
観
察
せ
ん
が
爲
な
う
。
さ
れ
ば
實

71

@
験
順
序
は
次
の
三
段
階
と
な
る
。
帥
ち
始
め
に
’
扉
を
閉
め
る
蓄
て
色
彩
の
親
野
闘
箏
を
観
察
し
．

　
　
　
　
　
．
蘭
綴
彊
の
㍊
籔
闘
門
撃
の
後
看
皿
の
観
野
闘
撃
に
及
、
凝
す
膨
櫻
灘
閃
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
七
酬



？，2

　
　
　
　
欝
・
繍
務
究
　
　
飾
蕊
や
八
魏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
嵩

観
野
融
合
を
完
全
に
生
じ
だ
る
後
扉
を
．
左
右
に
開
き
黒
臼
の
霜
野
単
二
を
蓮
績
的
に
親
察
す
。

一
定
時
間
の
後
再
び
前
の
，
扉
を
閉
し
て
色
彩
親
召
下
争
を
親
察
す
。
然
し
て
二
黒
臼
の
観
野
岡

爾
の
前
後
に
於
け
る
色
彩
覗
野
翻
箏
の
経
過
を
比
較
す
れ
ば
中
問
の
蓮
績
的
二
野
閥
璽
が
雪
行

の
観
野
闘
璽
に
如
何
な
る
影
響
を
興
．
ふ
る
か
を
槍
知
し
得
べ
し
。

　
色
彩
刺
戟
と
し
て
は
主
と
し
て
赤
と
黄
を
組
合
せ
て
用
ゐ
、
鋤
照
實
験
と
し
て
他
の
藪
種
の
色

　
彩
・
を
用
ゐ
血
り
。

　
観
察
春
黒
田
。
賓
験
は
京
都
帝
強
大
學
警
學
部
生
理
學
教
室
に
於
て
行
へ
る
竜
の
な
・
9

　
附
言
①
蒋
悪
露
出
機
の
構
造
は
川
本
心
理
軍
畑
誌
第
二
巻
第
三
號
黒
田
源
家
「
興
行
の
母
野
融

　
　
　
合
の
後
行
の
親
野
闘
争
に
及
ぼ
す
影
響
』
に
詳
細
に
野
鴨
し
π
う
。
同
論
交
附
圏
第
三
墾

　
　
　
看
。

　
　
　
②
鱒
換
露
出
機
残
罪
扉
の
檎
造
竜
同
論
交
に
詳
細
な
る
認
述
あ
り
。
同
論
丈
附
圖
第
四

　
　
　
墾
看
。

　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
實
験
結
果

　
，
此
實
験
結
果
は
分
っ
て
二
種
と
な
す
こ
と
を
得
べ
し
。
』
は
黒
白
観
野
怪
事
の
観
察
時
間
を

種
々
に
愛
化
し
π
る
竜
の
、
二
は
其
時
間
を
一
定
し
て
色
彩
競
野
闘
挙
の
国
華
を
繰
返
し
π
る
竜



の
之
也
。

　
（
一
）
重
三
の
親
野
闘
箏
の
観
察
時
間
を
種
々
に
鍵
化
し
煎
る
揚
合
に
於
て
、
前
行
の
黒
二
宮
野
陶

雫
の
品
行
の
赤
黄
の
観
野
闘
争
に
及
ぼ
す
効
果
は
次
の
諸
實
’
験
に
示
す
が
如
し
。
第
一
表
．
工
・
五

参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
附
言
　
極
数
の
爾
眼
観
に
於
て
一
．
般
に
赤
は
黄
よ
り
も
早
く
混
色
の
性
質
を
欝
び
叉
同
様

　
　
　
　
な
る
志
賀
を
董
は
緑
に
補
し
て
有
す
。
　
さ
れ
ば
観
捲
雲
璽
時
間
と
し
て
掲
げ
だ
る
も
・

　
　
　
　
の
二
塁
園
内
に
於
て
生
じ
π
る
申
問
混
色
は
赤
玉
は
董
と
し
て
計
算
し
泥
り
。
此
内

　
　
　
　
雀
的
事
實
は
以
下
赤
黄
の
雨
露
観
實
験
の
凡
て
に
典
癒
な
φ
。
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覇
行
晟
磐
鰯
鴛
後
行
の
馨
醐
露
及
婆
影
憲

重
晶



7・S

第 表
（1）

単均一圃出現時間 黒白醗憾禰璽番
狸

刺　　　戦
観野園

?
?

観野闘

｣時貸 黄1赤
織裂察

|隠 三十問
　黄（左）赤（右）

9　黒　　　　白
　黄（左）赤（右）

　　黄（左）赤（右）

12　黒　　「’白
　　黄（左）赤㈱）

　　費（左）赤（右）

7　黒　　　　白
　　黄（左）赤（右）

　黄（左）赤（震）

8　黒　　　　白
　　費（左）旗（右）

　黄（左）赤（右）

2　黒　　　　白
　黄（左）赤（右）

　　灘左）赤（右）

5　黒　　噛　薗
　　黄（左）毒（右）

　　黄（左）赤（右）

1　黒　　　　・白
　　黄（左）赤（右）

1費（左）赤㈲

6　黒　　　・　白
　　費（左）赤（右）

31

7

・21

o

23

11

17

5

37

17

29

19

46

36

19

29

88

？9

4i

o

G8

32

a2　・

1径

76

43

6f；

41

116

84

50

66

4．3

6．5

3．0

il．1

“．8

3．3

5．7

2．8

3．6

3．0

3．0

3．5

3ユ

4．1

3．0

138　1．

　5　1　159

r30

　5
50

．　113

　10
，昌 V2

102
．9

50

150
18
160

1曵1

25
61

　150
・　S5

　155

90
95
116

1

‘“t

2

5

5

20

3

4

10

11

20

費（左）（右）

黒　　　　白・
黄（左）赤（右）

；黄（左）旗（右）

黒　　　　白
黄（左）赤（右）

黄（左）赤㈱）

黒　　　　白
丁（左（赤（右）

黄（左）赤㈱）

黒　　・・白
黄（左）赤㈱）

Pt3　．

27

23

15

29

29

’　27

21

4S

63

70

33

75

g3

90

59

2，7

3．0

・2．2

2濠

3，S

4．2

5．4’

曳2『

112
270
11S

12e
215
93

140

153・

IAO

89

55

・52

55

52

5

5

哲

醗、

究

四
竃
肇
飛
襲

．
　
筑
・
．
7

18

25

85

95

1－8大正九年六見六臼　　9一12　岡七B

270　．

215

　　　七
　　　　鴎
9．95

275
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（江）

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
窪

蒲
…
行
の
観
野
醐
撃
の
後
行
の
観
野
纐
壌
’
に
及
ぼ
す
影
一
瞥

当、

一

7
一

一

転
五

番
號

5

6

7

8

9

胸

　　　り　　ゆ黄（左）赤（右）

黒　　二二白’

黄（左）赤（右）

黄（左）旅（右）

黒　　　　白

費（左）赤（右）

黄（左）赤（右）

黒　　　　白

黄（左）赤（右）

費（左）赤（右）

黒　　　　白

黄（左）赤（右）

黄（左）赤（右）

黒　　　　白

黄（左）赤（窟）

黄（委）赤（右）

黒’　　　白
費（左）赤（右）

黄（左）赤（右）

黒・　　　白

黄（の赤（右）．

黄（左）赤（右）

黒　　・『臼

黄（左）赤嘘）

黄（左）嶽（右）

黒・　　　白

黄（左）赤（右）

属野田

璽澱

　17

　11　’

駆嗣’大

　12
　’　’22

　　大

　30

　10
　　大

3生

・22

0
Ω
自

4
一
3

8
0

り
一
9
嵩

20

P．9

41

21

35

15．

観野闘

曾時間

弔均r回田現時間

黄

　　‘15

　　18
正五年五

　　22’

　　43
磁五年…E

　　56

　　31’

正EE年三

　　67

　　45
一九r七

　106

　　64
　同年二

　　64

　．61
同年二月

　　41

70

，岡年

89

　　89

　　継1年

　　91

　　65

圃年五月

　O．9

　1．8
月iy三日

　1．4

　1，7
穏　‘ll一三日

　1．e

　3．5
月十八日

　1．6

　1．6
一月三

　1．3

　1．5
月一一午

　1，3

ド1
Q．8

ヒ田午蘭

　五3

　2．S　・

二月三目

，　1：7，

　’2．〇

六月d日

　2．0

　2．1　・

二十八N

　2．9

，　1．6

午濤二時

　2．3

　2．4
午后九時

　2．3

　2．8
午駒九時

　2．e

　2．1
一厳午后

　a．o　’

　2．5
后三時傘

　3．3

　3．3
十一時雫

　2．8

　2・9，

午虜十蒔

　2．7’

　6．6

午駒九時

　3．2

6．9

纏魏半

時・問

轍二ff3（

95
520
73

117
soo
115

K7　’

660
100

　152
　3600
　110
三時雫

186
36eo
132

1“
3600
ユ61

230

36GO

170

180

3600

13生

17a

10800

13盛

黒白薩野岡畢

韓換薮鯵筒

偏

0
8

O
P
O
1

6
2
ユ

4
1
5

感
1
5

0
6
3

0
β
㌧
3

0
0
．
6

0
0
8
1

520

900

660

360魯’

36BO

3600

36go

3600

脚10

脅



第　　二　　表

構
，

親野岡

翁門
門（左）赤（寮）

黒　　　　自

黄（左）赤（右）

無　　　　窃

i黄（左）赤（右）

黒　　　　自

黄（左）赤（右）

黒　　　　白

丁（差）赤（右）

黒　　　　白

丁（左）赤（右）

黒　　　　白

i黄（左）赤（膚）

黒　　　　白

黄⊆左）沸（右）

黒　　　　白

黄（左）赤（右）

黒　　　　白

i黄（左）赤（右〉

黒　　　　白

黄ご左）赤（右）

31

25

27

17

23

21

19

23

15

11

19

観鯛憲二士鴇

鰯悶t劃赤
rt　2

55

6a

ao

61

67

50

54

35

32

42

1．6 3．1

　l
lri　i　‘a．s

1．4

1．7

1．5

1．S

1．6

1．9

2．0

1．S

ユ．G

3崔

3：．）

3．9

4．7

3．8

S　
㍉

2．7

4．2

tL）．9

総鯉察

時　岡

ユ32

90

12墨

10，1

109

143

黒白薩野1鎗畢

聴換劉時聞
　　t

100．

・g9

75

S2

S2

大疋九年六月二十八日牟后一時十分始

23

22

2；2

29

23

20

20

9－O．，

22

22

1io

ユ10

100

150

36

115

115

1eo

120

105

76

　
　
　
　
養
・
麟
　
鶴
　
究
　
　
箪
五
十
八
魏

　
（
ご
〉
黒
臼
観
野
醐
爺
の
観
察
時
間
を
一
定
し
て
色

於
て
其
色
彩
二
野
闘
箏
の
示
す
…
愛
化
は
譲
の
諸
實

参
照
。

験彩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

二
野
闘
雫
の
観
察
を
繰
返
し
た
る
揚
合
に

に
示
す
が
如
し
。
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
玉
表
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第 千

　、

h　　　戟
李均一圃競噺鴇纈鞍 黒白混書随撃三野隅

･面

観男闘

｣時閥 費1赤下問 鰍馴時綴
薯黄（左）赤㈲

轟暴、左、赤と蕩

濁　　黒　　　自
霧黄（左）赤（右）

後　　黒　　　　白
蓼　　黄（左）赤（膚）

観　　黒　　　　由

嵩難）赤㈲
翁　　黒　　　　白
に
及　黄（左）赤（右）

ぼ　　黒　　　白
三乗（左）赤㈲

響　　黒　　　白

　　黄（左）赤（膚）

　　撫　　　　白
　　黄（左）赤（右）

　　黒　　　　白
　　黄（左）赤（右）

　　黒　　　　嫉蕃

　　黄（左）赤（右）

　　　黒　　　　白

　　　費（左）赤（右）

37

23
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15

15

9

7

9

9

13

13

8り

72

36

4z）
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21
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25
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115

96
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大正Jb年七月一貝午前牽暗を五分

　第　　四　　表：

6・2

16並

r，o

65

－
げ
ユ6
63
”
a

6
’
66de

6B

60

305

330

36　，’・　’i

320
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45
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1．8

1．2

5蚕
‘

2．6

1．3

2．5

123

　75
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大正五年十月十九日午前十時字始
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4．5



rt　t3

第 五 表
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O等

襯野闘

竰ｮ醐 黄」赤 時間1韓換剃醐
ユ

H同
午年
后六
三三月

時†

2・赤（左）費（右）

　　　黒　　　　白
欝瞬赤（左）黄（右）

午年　黒　　　　白
蔚七赤（左）黄（右）
十月　黒　　　　白
時三　赤（左）黄（右）

3　赤（左）費（右）

　　　黒　　　　白
一白
時事赤（左）費（旬
撃七
　　　黒　’　　白
　旦
　　　赤（左）黄（右）

　日
　　　白　　・　黒

　出血（左）黄（右）

赤（左）黄（右）・　　　　33　　　　63．7

’黒　　　　薗

赤（左）黄ζ震）　　33　1dl．8

黒　　　’白
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2，5

2．4
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i．，5．i　3S

35　1．104．0
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39．8
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1．8
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ユ．5
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Ct1
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4．3

3訴

2．9

1．9　i　’3．6

c：t

30e
Cl｛

300
c出

30g・
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2S

20

IS

93

60．5

37

79

rl　”
c臨

300

4

岡
年
七
月
＋
翼
午
葡

八
時
置

赤（左）黄佑）

黒　　　　白

赤（左）黄（右）
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赤（左）黄（右）

黒　　　　由

赤（左）黄（右）
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IS
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L）1

69．6

29．7・

23．2

67：8
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2．2
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白
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白
繭
白
獅
白
粉
白
粉

く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
こ

焚
黄
費
黄
黄
黄

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
　
　
ラ

左
　
左
　
左
　
左
．
左
　
左

く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く

赤
黒
赤
黒
瀬
黒
赤
黒
赤
黒
丞

5
厭
鶏
鳴
育
吉
午

29　　ユ09・3

19 4逢．6　’』

2．0

2
ユ

リ
婦
り
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300
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ユ．9
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ek
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CtL　．

30e
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右
の
諸
結
果
を
通
覧
す
る
に

（一

j
譲
づ
前
行
の
黒
自
親
野
圏
争
の
後
行
の
赤
黄
の
観
野
闘
争
に
及
ぼ
す
敷
果
を
黒
自
親
野
岡

三．

ﾌ
槻
察
黒
黒
の
長
さ
に
從
て
吟
味
す
る
に
弐
の
如
き
關
係
を
示
す
。
第
七
表
顕
照
。
’

79

覇
行
の
観
野
醐
撃
の
後
行
の
野
闘
麗
繋
κ
及
ぼ
す
影
魏
・

七
％
，
，



表 七 第

表．番號

1
工
I
I
I
I
W
工
－
豆
－
王
I
I
皿
王
I
I
V
V
V
V
．
V
I
工
1
1
王
王

｛1）　9

（1）　12

Cl）　7

（1）　8

（1）　2

（1）　5

〈1）　1

（1）　6

（1）　3

（1）　1

（1＞　10

（1＞　11

（一a））

（o．）

（L7＞

（・2＞

（2i

（2）

（‘］）

c“））

〈2）

1
3
2
1
2
3
盗
5
6
7
4
5
8
9

黒白視野醐畢

圃磐蹴

1
1
2
2
5
5
5
0
0
3
5
2
5
2
2
0
6
0
0
0
0
0
0
0
0
垂
墨
0
0

　
　
　
　
　
　
1
2
2
2
5
5
5
5
6
8
2
5
G
O
6
∂
0
6
6
ー
エ
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
3
3
3
3
3
3
3
5
5
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

時　隅

5
5
0
惣
S
5
5
5
5
0
0
5
5
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　
　
1
　
置
2
7
8
9
1
7
1
9
7
0
2
6
0
0
0
0
0
串
0
0
0
0
0
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
2
2
2
3
5
6
9
S
8
8
8
8
6
0
6
6
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
3
3
3
3
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

蚕昆野闘現数上ヒ｛残　　軍∫匂

　
ロ
　
の
ロ
　
の
や
　
の
サ
　
ロ
リ
　
ゆ
ロ
　
ぼ
ロ
　
の
ロ
　
　
リ
　
ロ
ロ
　
コ
ロ
　
ロ
サ
　
ヒ
　
　
の
り
　
　
ロ
　

ゆ
　
ロ
サ
　
ロ
ロ
　
ロ
コ
　
ロ
コ
　
　
コ
　
サ
の
　
コ
の
　
コ
ロ
　
コ
ロ
　
ロ
ロ
　
　
　
　
コ
サ
　
ロ
コ

7
0
1
5
7
9
9
6
9
5
7
5
9
1
3
1
σ
2
3
5
S
7
9
0
9
2
2
三
5

　
　
1
　

1
1
2
3
2
2
2
1
2
2
2
1
1
2
3
1
2
1
玉
2
2
2
3
諸
1

31＝023

21．＝　0

23＝o．雀s

17＝　O．23

37＝O．｛6
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30篇0邑3　　　 0．30
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観野騒騒雲時間比｛殖　　畢均

2g　i　48ag，N．，’，O’33，　lo．33（？）
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・
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72篇0．76

荏7謹1．3i

70＝0謹7
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90壽0。66

80篇0．9

45篇0濠

56嵩0．5

22隅1．9
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40　；　10・1　＝O．4

01：　93＝　o．66

30：　70　：O．ms，

45　：　109＝O．；2

61：　64＝O．95
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垂5＝　67需0．67

64　：　106，＝　O．6

89：　89貫謁1．0

65：　91＝＝O．7

！o．gb

I
O
．
9
0
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0．姶
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O．7S’
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IO．C）4
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墨
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（
第
剛
圏
）

81

注
意
　
　
以
下
掲
，
ぐ
る
灰
の
諸
騒
に
於
て
横
線
は
確
聞
を
示
し
、
縦
線
は
比
例
を
示
す
。
τ
又
實
線

　
は
観
露
闘
璽
数
比
例
、
三
線
は
闘
魂
蒔
問
比
例
を
示
す
。

　
　
　
鮒
行
の
翻
縄
欝
閾
墾
の
後
術
の
縄
野
翻
四
躰
に
及
ぼ
す
影
馨
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月



　
　
　
　
　
曹
學
醗
究
　
　
箪
五
十
八
號
・
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
．
・
　
　
　
　
9
　
　
　
八
二

82

@
　
第
七
表
．
及
び
第
一
．
圖
に
現
は
れ
た
る
結
果
の
’
性
質
を
考
察
す
る
時
怯
赤
黄
の
笠
窪
闘
璽
を
融

　
合
に
至
る
迄
観
察
し
、
次
に
黒
訂
一
の
親
野
並
箏
を
槻
一
察
し
、
更
に
再
び
赤
黄
の
視
野
圏
翁
を
観
察
す
「

　
る
と
き
は
㍉
或
範
轟
轟
に
て
は
黒
自
視
轡
闘
箏
の
観
察
時
問
が
短
か
け
れ
ば
短
き
ほ
ど
後
行
の
色
．

　
・
彩
視
貫
属
璽
は
短
縮
す
。
増
し
て
其
範
園
内
に
於
て
な
黒
白
六
野
團
璽
の
槻
察
素
謡
の
長
さ
に

　
由
る
急
行
の
視
，
野
乙
吉
の
促
進
の
射
倉
は
小
な
れ
ば
小
な
る
ほ
ど
急
に
、
大
な
れ
ば
大
な
邑
る
ほ
ど
・

　
緩
徐
と
な
る
。

　
・
中
間
の
醤
の
藁
葺
の
観
察
時
問
が
或
覆
上
長
き
と
き
呈
ハ
緩
行
の
色
彩
観
偏
争

「
疲
及
ぼ
す
蓋
果
籍
不
親
剛
碧
。
但
レ
少
べ
と
竜
華
宮
盛
の
饗
時
事
大
選
れ

　
ば
な
る
殿
ど
後
行
の
色
彩
三
野
欄
争
を
禁
止
す
る
確
謹
話
し
。

　
　
如
上
の
事
實
を
通
覧
す
る
と
，
き
は
、
右
の
結
果
が
前
行
の
三
叉
は
次
色
の
親
野
融
合
が
後
行
の

　
色
彩
観
」
野
闘
璽
に
及
ぼ
す
効
果
と
全
く
符
節
を
合
，
す
る
竜
の
な
る
こ
と
を
知
り
得
可
し
。
、
召
し

　
て
前
行
の
自
叉
ば
春
色
（
明
度
蝕
幽
小
な
ら
ぎ
る
）
ρ
春
野
融
合
が
後
議
の
色
彩
親
穿
圏
齢
に
．
及
ぼ

　
す
効
果
が
禁
ζ
止
的
な
り
と
見
得
ざ
る
限
ウ
、
前
行
の
黒
自
親
出
團
箏
の
同
一
効
果
も
亦
何
等
禁
止
，

　
的
な
ら
ぎ
る
乙
と
を
噺
定
し
得
べ
し
。

　
　
口
然
し
な
淋
ら
此
「
筒
題
ば
第
三
表
乃
至
第
五
表
に
見
る
如
べ
同
一
槻
察
を
歎
回
繰
返
し
π
る
，
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土
1

旨
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琴

　　　　9p幅＿

　
　
　
　
、
八
三

揚
合
に
於
て
も
・
考
究
せ
ら
れ

ぎ
る
可
・
ら
ず
。

　
第
三
表
乃
至
第
五
表
に
示

す
結
果
は
第
二
圖
乃
至
第
五

圖
に
示
す
如
く
色
彩
親
野
團

箏
は
健
曲
線
を
引
し
て
遮
減

す
る
が
如
し
。

　
此
結
果
に
由
っ
て
稽
ぶ
る

に
日
野
闘
争
は
繰
返
す
に
從

っ
て
禁
止
せ
ら
る
＼
陵
向
あ

る
こ
と
疑
ふ
可
ら
ず
。
而
し

て
其
傾
向
は
始
あ
急
に
し
て
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ご
あ
コ

，
禽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滞
騰
雨
《
ゑ
・
㍉
、
，
㌻

後
ち
緩
徐
叢
る
経
路
を
取
る
、
、

竜
の
な
る
芝
と
竜
疑
な
き
事

實
型

㍉



第
二
章
　
第
二
實
験
法
及
び
其
結
果
　
前
行
の
色
彩
観
野

　
　
闘
魂
の
軽
輩
・
観
野
融
合
を
越
曾
て
興
行
の
色
彩
観
野

　
　
闘
箏
に
及
ぼ
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
第
嚇
節
　
實
験
装
置
及
び
其
順
序

　
　
第
二
實
験
法
の
要
義
竺
定
時
問
の
親
署
融
合
を
挾
み
て
観
察
せ
ら
れ
た
る
前
後
の
観
身
闘

　
争
の
心
置
を
槍
す
る
に
あ
る
が
．
故
に
、
其
實
験
装
置
は
第
一
實
験
法
に
於
け
る
が
如
．
く
轄
換
露
出

　
機
に
特
別
に
扉
を
取
つ
く
る
乙
ど
を
要
せ
ず
。
露
出
機
の
二
号
に
は
山
面
に
赤
・
黄
を
左
右
に
並

　
べ
て
奪
う
つ
け
、
他
面
に
自
叉
は
黒
を
張
ウ
つ
．
く
。
ぶ
れ
ば
観
察
順
序
は
始
め
に
赤
黄
の
観
畢
岡

　
璽
を
観
察
し
、
次
に
黒
（
灰
色
）
叉
は
臼
の
爾
眼
．
軍
一
親
を
観
察
し
其
順
序
を
歎
回
反
複
．
す
。
　
今
中
聞

　
の
翠
一
親
の
蒋
問
及
び
反
複
の
度
数
を
適
宜
に
憂
化
し
て
槻
察
す
る
と
き
は
前
行
の
観
野
翻
璽

　
の
後
行
の
競
駐
闘
争
に
及
ぼ
す
効
泉
を
槍
幸
す
る
こ
と
を
得
べ
き
な
う
。
　
　
．
・
　
　
　
’

　
　
薄
暑
的
研
究
法
は
前
行
繍
野
馨
の
後
行
の
観
望
闘
箆
及
ぼ
す
影
響
の
槍
鞠
に
於
て

　
行
ひ
だ
る
竜
の
と
全
く
形
式
を
同
じ
鴎
す
れ
ど
竜
、
昌
的
に
於
て
甚
だ
相
異
れ
う
。
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A
　
鋤
　
黒
霞
軍
衣
　
葡
行
の
観
野
融
合
の
後
鞘
の
覗
野
闘
嬢
κ
及
ぼ
す
軽
爆
．
　
日
本
心
理
學
離
誌
第
二
巻

　
　
　
　
　
箭
行
の
縄
欝
闘
磐
の
後
有
の
観
籔
蘭
璽
に
及
ぼ
ナ
影
響
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
．
　
　
，
、
八
置



　
　
　
　
　
謬
、
、
學
鶴
，
兜
　
第
城
「
灘
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

鰐
．
　
　
　
箪
三
號

　
　
實
験
装
置
め
他
の
諸
織
に
於
・
て
は
全
く
前
之
験
を
急
襲
す
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
實
験
結
果

　
　
．
實
駿
結
果
は
融
合
刺
戟
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
刺
戟
が
自
な
る
か
叉
ば
黒
（
灰
色
）
な
る
か
に
由

．
亜
ズ
匪
別
さ
れ
、
叉
観
，
察
時
間
の
相
盤
に
由
り
て
、
各
色
軸
心
野
闘
孚
の
親
密
が
融
合
を
生
ず
る
嚢

　
で
，
行
は
れ
π
る
も
の
と
、
一
定
の
短
時
問
に
限
ら
れ
少
く
，
と
も
實
験
の
始
め
に
て
は
観
野
融
合
を

　
生
ず
る
に
至
ら
ざ
る
竜
の
と
に
分
類
す
，
る
こ
と
を
得
可
し
ゅ
・

　
　
　
　
　
イ
　
反
複
せ
ら
る
「
＼
赤
心
の
親
野
南
箏
の
間
に
次
色
（
左
結
）
の
観
野
融
合
を
観
察
し
π

　
　
　
　
　
　
る
實
験
結
果
，

　
　
塁
塞
は
第
裏
乃
至
第
七
養
示
す
が
書
し
。
．
其
癖
篁
重
事
幽
囚
表
迄
は
者
色
彩
覗

　
野
南
争
い
を
融
合
を
生
ず
る
ま
で
観
察
し
た
る
も
の
、
第
五
表
よ
ウ
第
、
七
表
迄
は
這
定
の
短
時
間
だ

　
け
婁
度
も
観
察
し
禿
る
竜
の
な
．
づ
。



87

鶴
行
の
観
野
糊
螢
の
後
行
の
覗
野
翻
蓮
に
及
ぼ
す
影

，
八
三

第 表

9褒1 覗野醐畢・ 挙均一画田現時間

潮
観野面璽
@
激
．

三層聞・
香
、 魏

糎察時間

注・，青（左）黄（右） 32 ご68 　りPミ 2讃 103
、　　　P

・黒　　． ．

10　．

盆．青（左）黄（右） ’10 16 1．8’ ，　1．5 47

黒 ・

‘・

@　10
L皿．轡（左）黄（右） 　　　，P0 、17 1，坐 1．9 65

黒 31

並癒（左）黄（看）・ 蔑4 28 1．8 22 工70

黒　　　・ 2
琴

：v。齎（左）黄（右） 10． 19 1．6 2．2 110

黒　　　． ．10

vL資（左）黄（右）
「、9 13 ユ．o 1．3、 8L3

黒 27

賦轡（左）黄㈲ 7 26、 3．0 主2 ユ06．8

　　　　黒
穰，青と左） 黄（右）　　　　　　　17　　　　　　　　41　　　“　　2・8

　　　大正五年三月十四鐸午后一崎…串（晴）

　　　　　，第，　二．”表

・
4
一

72　．

120‘9

観野闘争 三野醐璽 卒均｝回田現時間

鋼　　　載
勲 時　開 轡、 黄

濃鑛時間

ら

ゴ・青（左）黄（右） 6峯 142 11洛 2．9
一　　166

，

黒
o 65・

∬．寳（左）萱（看） 35　． ●・　95・ 1ρ 3．6 ；07

‘　　黒
■
●

撃P ユ3

、

凪麿（左）黄こ右） 23 54 工．4 3．4 78

ザ　9
黒 8・

鳳π．膏（左）黄（右） 25 61 1．5 a4 81

火正五年二R＋囚日前＋劇・．
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第 表

観野1魏璽 観野闘雫 軍均一園超現時開
荊　　　繭

’殿 時　聞 青 黄
観察暗間

口・青（：左）黄（右） 18S 364 3．4 2．4 427

黒　　　　布 120

∬・寳（左）黄（右） 20 　　趣
G2　、 4 3．2 136

黒 60

刀L、麿（左）黄（右） 19 47 2．4 2．5 97

烈 40
6齢●し ＼

w・叡左）費（右） ユ2 34 2．3 2．6 125

羅 17
9●●b

v．青（左）費（右） 9 23 2．o 3の ユ53

黒 13

w．冑（左）黄（右） 6 15 2．3 2．7 65〈2）

■

黒　　　　“n 42〔｝

町・青（左）黄（右） 103 306 3．4 2．1 543

智
墨
研
r
，
衡
第
丑
ナ
八
號

大正砕二肝闘午后三騨

　第　　　四　　　表

叫身 戦

工．赤（左）

　　　　黒

目．赤（左）

　　　　黒

lk．赤（左）

1v．濠（左）

黄・右・s6 P391雛

：．u奄?一? ias）　1　ls　’1　7　1　2．1

　　　　　　　　　　1　i’　1’
　　　　　　　　　　l　　　i
itei（）i：f）　1　L）・7　1　一　1－

　　　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　・

　　　大正六無七冠十賃午后四蒔四十ゐ分始

1
リ

ウ
」

2
●

三

71

7
●

2

18C1

1800

　56

1800

　93

1800

　33

八
八
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第 六 圃

行
の
覗
野
閥
躰
の
後
行
の
競
野
謝
翁
κ
及
ぼ
す
影

（策四表附闘）

八

箕線一観野濁畢時問　殿線一競野冊畢籔：



aO
り
’

第 五 ．
表

lL繰‘壌．赤㈲

騒歌（左）赤（右）

　　　　黒

112．繰（左）赤（右）

競野髄i鉾

醐i辞ハ趣

覗胸脚畢
三時悶巾

　9

競穿醐璽

噂　間
孚均一回出魂時間

［

一

千
鳶

ナ

・

瞭明テメ

ひ
ス

【
昧
蓮

腰
チ

　
　
　
一
2

不
色

稽
混

　
ハ
昌

表六

9

晦醐・

第

5，5

5．S．

5．5

5．5

　1
7・2，0

哲
學
薪
究
．
第
五
＋
へ
號

戟

嚇（左）

　　　　黒．

2ボ赤（左）

　　　　黒

35・赤（左）

54．赤（左）

68．『 ﾔ（左）

黄（右）

鞘1右）

壷㈲

黄（右）

箪旧

観　野　闘　争　釈’手

明1 ﾄ

騨察脚・磁色王

学騨弱晒

全・粥耀・塑トア・

大礎三脚午騰

観三時．開

箭
〃
・
，
「
〃
…
…
危
5
…
…
＆
、
…
・
・
舗

九
〇



91

第 ’七 表　（一）

載

爵
則
行
の
競
野
縄
融
Ψ
の
後
行
の
視
野
翻
輪
・
に
及
ぼ
す
影

L誇（左）黄（膚）：

　　黒　　　　　　・

E・斑（左）黄（右）

　　黒　　　’・

刃［L　ラ疑ζ左）　　黄（霜）．

　　黒

Iv・麿（左）黄（右）

　　黒

V．書（産）　貰（右）

　　黒

VI・・Ptf（盆）黄㈲・

　　黒

w．‘
ﾁ（左）黄（右）

　　黒．

煽．予li（左）黄（右）

　　三

隅i’g（左）黄㈲

m‘書（左）黄（右）

　　黒

x・斑（左）黄φ

　　羅

St・轡（左）黄㈱）．

　　黒・　　’・

溺．梅（左）黄（右）・

　　黒1，

醐隙

‘2‘2

52

【

6

畠競野闘畢

　時　間

2臼

54

一

95

納一園田現翻

6
．
り

|

5
ロ

ー

雄
欝
」
島
U
．
篇

5
ロ

ー

「
0
、
．
、
6
　
1
　
8
．
6

2
・
1
鼠
・
」
乱0

る

2

黄

黙
開
明
a
9
㍗
％
鎗
脚
部
泌
盟
．
鎗
餓

掘察時問．

3
　
1
　
0
　
0
　
6
　
4
　
0
，
0
　
8
　
0
　
4
　
7
　
」
3
　
σ
　
6
　
0
　
5
、
0
　
5
　
0
　
9
、
0
、
7
　
0
　
3
　
1

5
3
5
3
5
4
3
3
3
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
5
3
、
5
3
5
3
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
由
3
4
一
3

・

ρ

’



第 七 表　（二）

’90．

戦 刺

XIY・青（左）　黄（右）

　　　　黒

XV．　皆（左）　黄（右）

　　　　黒’

XVi．青（左）　黄（右）

　　　　黒

XVII．寳（左）　黄（右）

　　　　黒

xv王II．irs（左）　黄（右）

　　　　黒

X眠・青、左）　黄（右）

　　　　黒

xx．　青（左）　黄（右）

　　　　黒

XXI・青（左）　黄（右）

　　　　黒

XXIL　i摯（左）　｝憲（右）

　　　　黒

XXI1工麿（産）　費（右）

　　　　黒

XXIV．青（左）　黄（右）．

観野開年

12

16

s

10

20

1蔓

21

12

16

6

6

観野開年

時　闊

30

41

25

27

4D．

42

25

’27

，9－6

’15

13

挙均一囮艇現時間

脊

1．7

1．7

IS

t．9

2．9

‘1　．0　・

‘2．1

い
4

2

1．ro

3．　；一，

2．3

黄

3．7

3．遮

3．2

tas

1・．3

‘N）・O

L＞．4

・　一2．　3

1．8

1．8

2．0

察魂購悶

大正六年二肩十脇目午后こ：時

蕪
認
肪
説
6
・
顕
磁
3
・
鮭
3
・
駆
罰
闘
3
。
硲
・
。
5
8
3
。
肪
・
。
5
8

暫

第
五
ナ
八
號

九
一



　
是
等
の
諸
結
果
を
通
覧
す
る
た
’
灰
色
の
観
察
を
鋏
む
で
繰
う
返
へ
遠
れ
だ
る
色
彩
三
野
圏
争

は
次
第
に
減
蓬
す
る
を
示
せ
り
。
　
而
し
て
一
般
に
黒
に
近
き
灰
色
（
此
に
使
用
し
た
る
が
如
き
）
を

用
う
る
場
合
に
去
て
は
次
色
の
親
∵
察
が
短
か
け
れ
ば
短
き
ほ
ど
急
減
小
著
し
く
（
第
一
表
・
第
三
表

墾
照
〉
、
下
血
程
度
以
上
長
き
揚
合
に
は
長
け
れ
ば
長
き
ほ
ど
共
減
小
の
度
著
し
き
が
如
し
く
第
喝
表

と
第
四
表
と
を
比
較
す
べ
し
）
。
此
事
實
は
「
前
行
の
滝
野
融
合
の
後
払
の
観
野
岡
谷
に
及
ぼ
す
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

響
」
の
中
に
観
察
せ
ら
れ
泥
る
事
實
と
能
く
照
慮
す
る
か
故
に
叉
同
一
の
原
因
に
由
ウ
て
生
起
す

る
竜
の
と
考
べ
ざ
る
可
ら
ず
。

　
　
偶
黒
田
　

晶
剛
行
…
の
覗
野
融
ム
判
の
後
脚
の
鞘
覗
乱
闘
四
畢
に
一
は
及
・
ず
影
警
　

第
二
静
心
　
第
二
款
　
参
昭
…
。
　
心

　
　
　
　
　
理
墨
雑
誌
　
　
第
二
巻
　
　
第
三
號

　
　
　
ロ
、
　
反
復
し
て
観
察
せ
ら
る
る
赤
・
黄
の
観
野
盗
爾
の
問
に
臼
を
槻
察
し
π
る
實
験
結
果

　
莫
結
果
は
第
八
表
乃
至
第
一
二
表
に
示
す
が
如
し
。
　
就
中
第
八
表
よ
う
第
十
表
ま
で
は
各
色

彩
観
附
置
璽
を
融
合
ま
で
観
察
し
た
る
竜
の
、
第
十
一
表
よ
ウ
第
十
二
表
ま
で
は
一
定
の
短
疇
問

の
み
繰
返
し
．
て
観
察
し
π
る
も
の
也
。

93

三
型
の
観
…
野
纐
…
撃
の
後
行
の
覗
野
闘
…
飾
に
及
ぱ
す
影
馨

九
三



期 戟

’1．黄（左）赤（右）

　　　　白・

　2・黄（左）赤（膚）

辱　　　　白

．3。　黄（左）’　赤（右）

　　　　白
4．1

ｩ（左）赤（右）

　　　　白
5・黄（左）・．旅（右）

　　　　．白“

6・黄（左）赤（iii）

　　　　薗

　7．黄（左）　赤（宿）

　　　　白

8・’黄（左）赤（膚）

　9・　黄（左）　　赤（右）

　　　　白
fo．黄（左）赤（右）

　　　　白

11・黄（左），砂（右）

　　　　白　，

12．黄（左）　赤（膚）

　　　　白
13。　黄（左）　　赤（膚）

　　　　．中

興（噌聯）

ユ5．黄（左）赤（右）

　　　　泊
1G．黄（左）旗（右）

　　　　白
17．費（左），赤（右）

第 八 表

誕

観騒圃璽

7
・
S
2
0
6

1
1
1
1
．

01

9
，
並
4

i競野解

　疇　闘，

0
，
4
建
0
6
6
ヤ
3
う
8
王

ひ
◎
V

0
り
9
↓
｛
炉
09

亭均一四出現時間

1二2

a．・1

2．1

2．1

：　2．0

大正九年＋月二＋ξ調午后三時

赤

％
．
踊
器
幻
膿
胸
．
聡
滋
a
β
齢
蹴
憩
．
購
器
皿
腸
％

親禦疇聞

孕

5
0
1
2
S
S
8
2
1
4
9
0
3
0
8
2
S
O
1
0
窪
0
1
0
5
5
0
0
7
0
6
◎
0

1
1
、
6
1
7
1
4
1
5
1
5
1
5
1
6
1
4
1
盛
1
2
1
4
1
3
1
6
6
3
エ
2
1
4

1

痴
愚
・
研
突
，
　
騙
p
翫
†
八
號

九
閥
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簗　　　む　　　翻

・（第　八表　附岡）

蹄
…
行
の
覗
鋳
闘
襲
の
後
行
の
覗
磐
翻
璽
に
及
ぼ
す
影

第 九 表　　’

菊 党

九
五

1・黄（左）赤（宥）、

’　　爵「

2．黄（左）

白

赤（右）

3・　至ξ（左）　赤（フ痘）

・　白

、4・黄（左）赤（右）

白1

’5。　黄（左）　　坊ξ（fぎ）

芳野闘撃

　数

31

o

11

8

1i

言下帯下“

’時　間

92

o

42

27

34

弔均：一回田町時間

1費

2．0

2．3

3．1

2．S

赤

4．0

．5．8

3，6

3．3

総槻察時問

②は“’ettstreit甚曖昧ニシテ紫ノ調子アル赤が優越ス
；Q　・t也『ノ（2）以下ノ￥競察シテモ赤ハ紫ノ調子チフクム

雌搬轡光叢大rシテ白ハ舷ク感ズ　、

120

’30

ee

35

78

30　・

52

25

74
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第 十 表

刺 戟

・　1．費（左）赤（右）

　　　　　白

　　2．i黄（左）赤（右）

　　　　　白
　　3．　i黄（左⊇　　赤（羊ぎ）

　　　　　白

　　4。黄（左）赤（右）

　　　　　白

　　5，黄（左）　赤（右）

　　　　　白
　　6：　黄（左）　　赤（右）

　　　　　白

．　7．黄（左）　赤（右）

混野闘争

　数

観門閥畢

時　1母

933

37

8隻
つ
飼

1

231

雫均一回毘現時聞

黄

6
ロ

ー

7
リ

ユ

0
サ

2

1，
－

3
の

一

S
り

一

6
サ

ー

赤

6
ロ

5

6
コ

2

8
コ

4

3
　

3

42

茎
サ

3

44

三二時間

大震九年・｝・月背三口午前九暗

第　　十 一　　表

崔
0
1
0
1
0
0
r
O
3
0
3
0
7

8
6
4
6
7
6
7
6
5
6
7
6
5

0
0
　

1
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

賀
學
競
究
　
第
五
・
十
八
號

司遺
戟
．

唱工．赤（左）黄（右）

fi．赤（左）黄（盾）

　　　　白

m．赤（左）責（右）

　　　　白

w．赤（左）黄（右）

観野闘畢

　鍛

27　馴

33

13

17　’

観野醐翁

時　間，

學均一翻爵現時聞

赤

3：1

3．1

‘2．1

・1．4

黄

3
ロ

ー

91

5
コ

」
1
↓

91

槻察蒔問

大1E六年七月六日午后四時二十分始

　6‘a

ISOO

116

1800

124

1800

　7S

九
六
、

e



、
9
7

第　八　團
（第十一表附圏）

第十二表

婁
一

∫

’

’

閥一

P
鮭
i

’
’

ミ
…

，1

C

R

コ ｝
セ

駐 ・1

i
一
署
．
1
｝
｛
一
も

堅

一

l
l
肪

d　，

＝
i
「
㎜
ぱ
’
三
，
5
」
　
　
’
層
F
　
｝
　
r
　
　
■
　
一
　
マ
「
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
，
「
　
　
コ
　
噛
ま

論
　
　
「
　
　
　
　
一
　
十
台

＿＿＿Ll＿刀＿1

覇一’
＜吹E　　i－

@R，」÷｛i一十「町

@　i@　」㍑〃，

レ’

普
f

喫

察時聞観野闘畢歌態刺

篇
篇
”
　
”
…
：
篇
：
・
…
鴨
篇

亮明

始メヨリ混ジテ闘
璽・ナキコhアリ

　1・奪（左）赤（右）

　　　　白

　a華（左白）、赤（寧）

7噂（ξ）』赤（寧）

　　　　由

100．黄（左）赤ζ右）

大疋九年九月二十五目午薗十一

蘭…

s
の
競
瞬
朔
翻
…
壌
の
後
行
の
闘
野
闘
璽
に
及
ぼ
浄
’
…
影
灘
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
結
果
に
由
り
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
る
と
き
は
反
“
復
せ
ら
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
赤
・
黄
の
親
野
鰯
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
に
臼
を
爾
眼
二
一
．
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ら
る
る
土
合
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
灰
色
の
場
合
・
と
同
じ

く
．
反
復
の
影
響
は
次
第
に
親
・
野
闘
璽
の
減
弱
を

回
す
乙
と
明
自
な
う
。
・
唯
友
色
と
臼
と
の
差
異

は
程
度
に
於
て
認
め
ら
れ
、
自
の
揚
合
に
は
減
弱
、

の
度
遙
．
か
に
小
な
ウ
。
此
關
係
竜
「
萌
行
の
三
野
，

．
融
合
の
後
行
の
親
野
脚
．
璽
に
及
ぼ
す
影
響
」
申
に

認
め
ら
れ
だ
る
三
三
と
能
く
符
合
す
。

　
」
働
黒
田
　
心
理
學
雑
誌
第
二
巻
錦
三
鍵
。
　
上
掲
論

　
　
丈
第
二
節
第
一
獣

ハ
　
擁
要

九
七
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’
習
．
騒
研
．
兜
　
第
麗
＋
八
號
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

ラ
　
　
モ

一
自
叉
は
衣
色
の
競
野
融
合
を
挑
み
て
色
彩
混
野
闘
箏
演
反
・
複
観
察
せ
ら
る
る
と
き
は
、
申
問
の
・

　
嬉
野
融
合
の
時
無
が
或
程
度
以
上
長
か
ら
ぎ
る
限
ム
、
前
行
の
．
色
彩
観
血
闘
争
は
後
行
の
色
彩

　
三
野
陶
箏
に
禁
止
「
亀
…
影
響
を
及
ぼ
す
。
，
．

コ
其
禁
止
的
影
響
の
進
行
拡
始
め
念
に
し
て
後
ち
緩
徐
だ
る
血
路
を
盛
る
盤
曲
線
を
以
て
現
は

　
し
得
る
が
如
し
。

三
申
問
の
呼
塩
は
次
色
の
爾
将
軍
一
観
の
時
雨
が
高
度
。
・
以
上
大
な
る
と
き
は
心
行
の
色
彩
親
懸

（　
闘
争
の
進
行
は
寧
ろ
前
行
の
薗
眼
軍
一
親
の
影
響
を
示
し
、
前
行
の
色
彩
親
心
圖
争
の
影
響
を

　
示
さ
ず
。

鴎
中
間
の
無
下
は
次
馬
の
爾
眼
軍
一
・
視
の
疇
問
が
或
度
以
下
に
小
k
し
て
一
前
行
の
親
野
鑓
爾
・
の
．

く

’
古
語
の
覗
野
翻
箏
に
及
ぼ
す
影
響
が
明
瞭
な
る
揚
合
に
於
て
概
白
」
と
魯
灰
色
ど
の
鷺
二
．
親
の
影

　
響
は
明
・
ら
か
噛
に
看
取
せ
ら
れ
得
。
即
ち
次
色
よ
参
も
白
の
輩
一
親
の
方
が
前
行
の
翻
争
・
の
後

　
行
の
團
璽
に
及
ぼ
す
禁
止
的
影
響
を
妨
ぐ
る
こ
と
大
な
り
。

　
　
　
　
・
第
三
章
　
第
三
實
験
法
」
及
び
其
結
果
　
前
行
の
色
彩
．
薦
野

　
　
　
　
　
　
闘
箏
の
直
接
谷
行
す
る
色
彩
覗
野
闘
争
に
及
ぼ
す
影
響



　
　
　
　
　
　
　
第
」
節
　
實
験
装
置
及
び
．
其
順
序

　
　
第
二
賓
験
法
の
要
．
領
は
蝕
色
關
係
を
脊
辱
す
る
色
彩
を
黒
み
之
を
纏
次
的
に
槻
察
し
て
鵜
野
闘
・

　
箏
を
観
察
す
る
に
あ
り
？
．
ζ
れ
前
行
刺
戟
の
悪
習
が
親
野
融
合
を
喚
起
、
す
る
を
妨
げ
或
は
寧
ろ

　
残
像
醐
係
．
に
於
て
は
後
行
の
親
野
闘
箏
を
促
蓬
し
つ
ト
其
反
復
に
塗
下
解
発
を
検
せ
ん
回
す
る

　
竜
，
の
な
う
。

　
、
，
例
へ
ば
右
眼
に
赤
青
眼
に
輩
を
興
ヘ
ゴ
親
告
翻
箏
を
観
察
し
か
る
鋒
剃
戟
を
蒋
換
し
て
右
眼

　
－
に
赤
の
絵
色
。
な
る
緑
、
左
眼
に
黄
の
絵
色
な
る
藍
青
叉
は
韮
を
示
す
ρ
然
る
と
き
は
隷
と
藍
膏
と
、

τ
は
活
濃
な
る
観
野
翻
争
を
生
ず
。
　
之
を
」
」
、
完
時
間
掘
察
・
し
た
る
後
、
羅
ぴ
碧
眼
刺
戟
を
蒋
換
し
て

　
本
の
如
く
赤
を
左
．
隈
に
、
黄
を
右
眼
に
示
す
と
き
は
再
び
活
濃
な
る
赤
黄
の
至
上
翻
欝
を
観
察
す
，

　，

ﾗ
し
。
・
斯
の
如
き
刺
戟
の
二
二
を
任
窟
の
度
数
に
於
て
叉
任
意
の
尋
問
に
於
て
反
復
し
蔚
行
観

磨
塁
暴
行
親
野
翻
誕
毒
す
効
果
姦
悪
岸
べ
．
恋
．
同
婁
る
實
讐
前
後
二
封
の

　
鴇
色
を
傷
う
る
代
事
に
、
一
貫
の
絵
色
を
用
5
る
こ
と
も
可
能
な
う
。
此
等
合
に
は
右
眼
・
に
赤
。
左

　
眼
起
緑
の
如
冷
指
輪
の
血
忌
を
同
時
に
魏
察
し
、
次
摩
に
其
左
右
の
刺
戟
を
取
う
癒
し
て
赤
を
左
眼

　
に
、
緑
を
右
恨
に
し
て
競
論
議
壌
を
槻
察
す
。
．
此
轄
換
を
順
弐
に
反
復
し
飯
石
問
及
び
度
数
を
愛
㍉

・－

T
る
て
親
野
讐
の
黒
化
を
深
奥
と
毒
凋
t
ぐ
前
篠
の
聾
翻
無
憂
姦
察
す
る

　
　
　
　
　
篇
鴛
め
観
野
鱗
諺
後
鱈
の
聡
野
闘
轡
に
及
ぼ
す
影
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
、



leo

　
　
　
　
哲
鰻
研
、
究
　

簗
最
十
，
’
へ
號
・
　
，
，
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
剛
○
○

を
得
べ
し
。
以
下
予
は
赤
黄
緑
董
の
四
色
彩
を
肘
ひ
薫
る
實
駿
と
、
軍
に
赤
線
の
二
色
彩
を
用
ひ

だ
る
實
験
と
を
記
載
す
べ
し
。

　
實
験
装
置
は
凡
て
前
實
験
に
準
ず
。

　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
實
験
結
果

　
　
イ
、
赤
コ
黄
と
緑
重
と
の
三
次
的
観
察

　
此
實
験
は
赤
・
黄
の
親
藩
翻
箏
と
緑
・
墓
の
親
辱
闘
璽
と
の
縫
次
的
蓮
績
的
観
察
な
む
が
観
察
疇

問
の
差
異
に
由
ウ
て
、
一
前
後
の
親
野
翻
争
を
親
野
融
合
を
生
ず
る
嚢
で
，
観
察
す
る
揚
合
、
二
一
方

の
意
義
翻
箏
の
み
融
合
を
生
ず
る
ま
で
観
察
し
、
他
方
の
親
野
翻
璽
は
融
合
を
生
ず
る
に
至
ら
ざ

る
以
前
に
他
方
の
親
野
里
璽
と
菱
換
ぜ
し
む
る
場
合
、
及
び
ヨ
雨
方
の
漉
野
闘
争
と
も
一
、
定
の
短

か
き
時
間
の
観
察
に
止
め
交
互
に
轄
換
を
反
復
し
て
観
察
す
る
場
合
の
三
種
に
分
つ
。
，
猶
三
の

虫
合
に
附
加
し
て
無
宿
野
喰
合
の
過
程
に
及
ぼ
す
閉
昌
の
影
響
四
を
瞼
し
控
ウ
。
■
以
下
掲
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ゴ
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ロ

所
の
第
十
三
表
は
一
、
第
十
四
、
第
十
五
、
第
十
六
表
は
二
、
第
十
七
表
以
下
は
三
及
び
四
な
う
。

一
前
後
の
親
三
十
争
を
融
合
を
生
ず
る
鷲
で
観
察
し
だ
る
揚
合
。
　
第
十
三
表
王
、
五
、
斑
、
四
墾
照
。

　，

壕
ﾓ
　
以
下
述
ぶ
る
所
の
諸
春
霞
に
於
て
、
色
・
度
は
最
初
の
赤
と
黄
と
の
．
観
察
め
揚
三
三
竜
劣

　
．
∬
、
其
以
後
の
親
察
に
於
て
は
蓬
か
に
朋
瞭
な
う
。
さ
れ
ば
弊
換
を
重
諏
る
に
從
て
各
観
察



〈1）表三十

1雛

総観察時間均一回繊赤晦

黄ハ又黄又ハ繰

麗野帰呼

時　問

4
　
　
4
3
8
ド
‘

5
0
1
4
3
7

U
O
O
1
8
6

3
0
∂
－
噌
工

の
最
初
に
於
け
る
色
度
の
減
小
を
認
む
る
こ
と
な
し
，

2
0
8
2
3
0

1
3
1
2
1
3

1
5
8
8
9
3

3
2
Ω
4
2
2
9
娼

55
1峯

6t
5墨．

41
48．7

野州翁

撒
戦蒲

μ
ひ
6
6
2
2
8

2
る
2
2
2
1

黄（左限）
蒙（左眼）
黄（左ll艮）

菰（左眼）

黄（左眼）

葉（左眼）

大花五年五月判司El午衝八時四＋分始

第五圃
（箪十三表（1）附圃）

a線ハ赤日、磁1・・線黄ノ説野醐争チ示ス

赤（右眼）
繰二右眼）

赤（右眼）

繰ご右限）

毒（右眼》

線（右眼）

蔚
行
の
観
野
桝
圃
壌
の
後
行
め
観
野
醐
撃
に
晦
及
婬
す
膨
響

一
〇
一
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〈II＞

山 口

　　黄ご本）

，　青（左）

　　黄（左）

　　管（左）

　　黄（左）

淑右）

緑（右）・

赤（右）‘

線（右〉

赤（右）

闘畢数

6
0
7
3
8

】
－

岡争時間

0
9
↓
凸
「
り
6

3
2
1
・
　
工

箪均一回磯現時撒

赤又ハ線

，2，9

3．O

L）．1　・

1．5

3．7

黄又ハ青

∩
◎
S
4
Q
り
窪

q
9
曲
志
工
α

総競察時間

大正九年五丹四日午后一時始

〈III）

J

1・25

L）97

・3．一47

．27S

　71

・
言
柄
・
・
、
研
、
究
∴
．
・
鑛
五
・
ナ
、
　
、
八
躍

刺 戟

黄（左）　　赤（右）

青（左）　線（右）

黄（左）’ @赤（右）

青（左）　緑（膚）

櫻列響腎

0
　
9
　
4
慮
．
3

2
　
1
　
】
　
－

2
5
．
0
3

0
0
ワ
．
9
柑
2

李均一回毘現時間

ホ又ハ隷

　2．3

　3．6

　1．5
　　　f
　・　‘2．0

大正E．年五月三郎所撚時孚

一・一一 克O面蒔問f黄叉層彗

e．g

2．藁

1．1

1．5

・．）50

302

」r3’

36

’　（IV＞

眺

劇 戦

黄（左）

貰（左）

黄（左）

赤（虜）

線（右〉・

赤（有）

観野闘争・

　籔

13，

14

2

滝二二｛ガ

時　間

3D．

29

1．7

亭均一画賛概時問’
　　　　　　　　総三田玉簡
　　　　赤又ノ・緑黄又ノ、轡

9
7
「
戸
0

0
1
．

大正九aglEi月一H午后二時閥十分

3．8

2．盛

1．2’

25‘1

30a

130．

o
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1第、　十 表 纂（二）

溺

の
競
野
湖
襲　噂

鞍の

後
行
の

親
野’

欄

に．

及
ぼ

’、す

’影、「

刺 戦

。

　　工・菰（霊）　黄（右）
　　　〔線（カ）　魏（右）〕

　∬・赤ぐ」tR）費（右）・
　　　〔線（左）麓（右）〕
　コL　赤（左）　費ぐ右）
　　　〔隷（庵）盤（右）〕

　Iv．赤（左）費（右）
　　　〔繰（左）董（右）〕

　v．旅（左）、費（右）
　　　〔繰（左）　遮（右）〕

　VI．赤（博）費（右）
　　　〔緑「左）　鷲’膚）〕

　VII・赤（斥）黄（右）
　　　〔綴（方）　董（看、〕
VIIL’ ﾀ（左）鷲（右）

　　　職（孝）　　　　　　　躍（右）〕
　　　赤（左）黄（右）　IX．
　　　〔繰（席）　灘（膚）〕

　　x．旅（左、黄（右）
　　　〔繰（左）董（粉〕
　XI。旗r左）黄（右）’
　’　〔繰（尭）董（窟）〕
　XII・赤（宏）費（箱）
　　　〔繰ぐ尭）　難（右）〕

x皿・赤ぐ左）黄（右）
　　　〔繰（左）　窪循）〕
Xlv・赤〔左ン、黄（右）

　　　〔繰（た）艶（右）〕
　X▽．駕篭）　V！？．（右）　・

　　　〔繰－左）　董（右）〕

XVL　鴬野）黄（右）
　　　〔繰。霊）縄墨）〕
　　　　涜（＃）黄（右）xvma
　　　【繰（左）　鍵（右ノ〕
xマII工　赤r左）　黄（右、
　　　〔繰（カ）叢（右）〕

　　　旅！左）　　　　　　　黄（右）xxx．

　　　［線（謝）窪（右）〕

　　　　　　　黄（右）　xx．赤佐）
　　　〔繰（席）董（右）〕
　　　　　　　費（右）　　　赤（産）xxr．
　　　〔繰。左、窪（右）〕
XXII’ k蕪1整！套1〕

XXIII・赤（左）　費（右）Nl

　　　〔緑（左）蝋右）〕
XXIV．赤（左）　費（右）

観野闘翁

　殿　’

・3．3

5

・　5

5

3

5

fi　・

3

3

1

5

3

3

3

1

3．

5

1

1

3

1

3

1

3　di

親腎濁璽

　時間

71

1・2

12

dO

11’

11

N
10

11

2．3

10

14

9

9

4．4

6

8

7，6

2．6

8

2．8

9

3

7

弔場一重雌存聞

赤

2

3

2．3

112．3

7り

？．1

3．5

5．5　・

6

o

1．3

8

3．8

］．7

σ

9一

1．4

o

o

2’，

o

3

o

1．7

黄

大正五年二月十六爲午後三十五分始

2．生

2．2

2護

・7．C，

3．8　．

3．3

2．3

2

2，4

2，3

2．6

2P

4
7

り
図
◎
り

4．g一

。．．5

1．9

ri　．6

9．，6・

2．2

2．8

3．2

3

2．9

　　　　　四

脚鋼 〟w

　　　　　十

2
5
5
5
3
6
4
3
2
5
4
4

1

9
6
6
3
7
3
7
　

5
7
5
3
生
8
5
1
4
6
2
4
3
6
5
6
，
3
5
8
5
9
5
τ
3
4

銭
3
＆
3
去
翫
底
a
a
3
a
3
9
3
L
3
馬
a
q
3
嵐
3
＆
3
5
。
3
a
3
｝
．
．
3
翫
翫
鉱
a
乞
3
。
L
3
凱
a
帆
3
a
3
．
2
3
．
L

4
3
2
7
4
3
3
4
2
θ
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

赤
．
黄
の
二
野
〇

十
四
．
窮
十
五
・
第

十　箏
六　を

表’融

滲　合

を
生
ず
る
ま
で
観
察
し
、
緑
凧
董
の
観
察
は
短
時
間
に
止
め
た
る
揚
合
。

照
。
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第 十 四 表

刺

　1・黄（右）赤（左）

　　盤（右）　緑（左）

　∬．費（膚⊃　赤（：左）

　　塾（右）　隷（左）

　皿．黄（右）赤（左）

　　董（右）　繰（左）

　IV。黄（右）　赤（左）

　　塾（君）　線（左）

　V．黄（右）　赤（弁）

　　藍（右）　緑（左）

　V工黄（右）赤（左）

　　董（右）線（左）

VIL黄（右）・赤（左）

　　董（右）線（左）

VII工黄（右）赤（左）

　　韮（右）　線（・lr）

　Ix．貰（右）赤（左⊃

　　　麓（右）緑（左）

　x．1黄（右）赤（左）

　　　董（右）　隷（左）

　XI、黄（右）　赤（左）

　　　塾（右⊃　緑（左）

x1L黄（看）赤（左）

　　　蓮（右）　線（左）

xm．黄（右）赤1左）

　　　聾（右）　線（左）

X工V．黄（右）　赤（左）

　　　華（右）　緑（左）

XV．黄（右）参ll（fi三）

　　　塾（右）　線（左）

XV工黄（右）　赤（左）

　　　盤（右）　緑（左）

XVII．黄ぐ看）　赤（左）

覗野岡三

　激

23

ユ5

10

10

4

．1

1

，s

6

‘”）

19．

盛

6

，1

6

4

炉
ひ

観野蘭躰

　時問

5‘1

62

36

48

14

10

1g

17

1t

41

33

19

15

19

20

’21

17

雫均一麟揖現時闘

赤

1

ユ．7

1．蔓

1．2

・2．1

1．5

工．9

1．6．

s

1．5

1．4

1．9

ユ．G

3“．）

1．8

｛
“
t

2，2

黄

d．7

5．1

9
3

ド
D
85

3．3

5．1

4

12．7

3．1

4．3

7．4・

3．4

6．5

5

8．6

5

槻察時間

大正五年六月二十三日午前十一時四十分始
　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

84

V
齢
6
8
1
6
9
2
6
曝
6
6
・
6
虚
8
輪
6
8
5
U
5
9
鐙
7
Q
U
5
3
婚
駐
垢
5
4
1
5
6
5
－
5
曲
焉
蝿

　
　
1

蕾

第
五
＋
八
蟹

〇
四



105

晶
働
行
の
鵜
…
野
灘
四
争
の
後
行
の
親
野
醐
凹
曾
に
及
ぼ
す
影
熱
脚

第　　十　　五　　表

剥 戟
覗野闘箏

1．麓（左プ線（右）．

　　費（左）　赤（看）

五，董（左）　緑（右）

　　黄（左）　赤（膚）

皿．塾（左）　線（右）

　　黄（左）　赤（右）

耳・韮（左）縫（右）

　　黄（左）赤（右）

V．蓮（；左）・緑（右）

　　鷲（左）　赤（右）

VI．21E（左）　線（：右ゴ
　　　　　　　　　　1

　　費（左）赤（右）

顎．蓮（左）線（右）

　　黄（左）赤（右）

梱．菰（左）　線（右）

　　黄（左）　赤（右）

㎎．宮ξ（左）　緑（右）

16

19

’　19

16

漉野蘭畢

時　間

〇
五

1圭

8

8

2u）

3

1

28

63

5コ、

41

57

28

30．

26

18

軍均一園出現時悶

黄． 繰

。
．

3．5

2．8

2．9

6．5

，　5．2

5．8

3

7．3

1．5

0
0

2．荏

1．e）

ユ。6

1．9

1．3

．1．3

2．9，

繕魏察時聞

大正六年E月二十四日午后三時

69

P0

t
1
0
8
9
1
1
7
5
U
7
2
m
5
5
U
5
3
・
1
2
4
4
U
3
7

　
　
1
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哲
総
、
鵜
…
究
．
第
’
竃
十
八
凱

第　 桑　 翻

（第十五表附圃）

～

蝋
欄

』
劇
「
叩
』
．

1
荊
．
U

‡

．
．
〔

誤
§

日
一

揺
言

一

「
コ
セ

一
窪

マ
曽
囎

黒

↓
渥
…
報

一
一

口
旺
±
＋

十

覇
辻
蔓
T
申
ト
i
一
、
亀

「
r
　
，

耽
網
i
U

妃
ゴ

卯
鷺
、
馴

葺
了
‘
》

盤

一
叢

嘔

荊
隷

愚

4

一
ゴ
レ
』

｝
比
汁
十
七
，

＋
．
・

へ
鐵
．

顯
職

エ
腓
聾
琳「

｝
琴

一

軌
　
二
曲
脚
　
犀

勘
剛

計
一
熱
凝
」
う
ヂ
に
．
…
』
ド
ヒ
ド

掴

‘
F

　
ユ
…
4
憎
み
L
湘
顯
縄
一
r
r
ド
、
し
一
「
「
「
ご
」
ト墾

…
覇

ゴ
h

二
　
　
二
一
9
こ
紅
卜
蕪
．

目
…
一

”
，
δ
幽
ハ
．

峯
－

　「
こ：〔ur：＝朧ココ＝灘コ：ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

慨
に
鯨
け
る
乏
同
種
の
實
験
髭
外
な
ほ
八
景
み
だ
盈
藩
果
は
性
算
於
垂
に
鍋

　
ぐ
る
も
の
之
全
然
．
斜
致
㌦
す
。

豪
平
鹿
遺
事
罐
問
づ
麦
℃
㍗
て
題
し
を
悪
筆
嚢
舞
．
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第　　十 六　　衷

（1）

前　　　刺　　　競

蓼
馨、雰㈱）’黄（左眼、）

三三㈲黄（左）緑㈲黄佐）

覆赤（右根）黄㈱）

誓・

馨
饗
：
簑

奪
懸

槻野闘争

・　30

　3

観野闘畢

時　閥

93．6

8．3

亭均一圓磯現時間

赤

鵠
「
8
β

黄

雄
…
％

総槻巳
時　間

150

］sqo

　59

漣綾的二野闘璽

韓換鍛

323

一靱換
時．間

去正ホ年三月五H十時…圏十分始

（ll）

5，5

刺　　　選
観野陶璽1
@　殿　，

総槻弓時間
蓮績的親醐畢．

@時．　　間

赤（看）　・凱左） 108 413　　●
｝

泳（右）黄（タ）総右）黄（左）
　　一
u 晶 ．　　　5400

．

赤（右）　費（虚） 24 、’ W0 　の一

9　　」

大鉱六年七月十二日午三九時始

（II正）

o

9　　　　　　　　　7
“

τ・刺　　　載 野戦韓換番目 槻察時間 雨眠観印象ノ鞭態
9

ぴ

黄（左）　赤（お）
1
． 3．5 購璽明瞭ナリ

，…盗（左）　繰（右） 2 〃 〃

黄（左）　赤（右） 3 〃 〃

韮（：左）　線佑） 4 〃 〃

：　　　　　：　’ ： ： 「
：

：．　　　　　： ； ＝ ：

：　　　　　：馳 ： ； ：・

：　　　　　「： ： ＝ ：

黄（左）　赤（右、 689 〃 潔

堂…（左）　隷（右） 690 伊 ρ

合計2虹5．0

大隅六年一月廿五口午蔚十一時串



IOS

（W）

爾限親印象験態

哲
學
研
究
　
第
五
十
八
號

明瞭ナリ

　tt

ρ
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
”
　
　
”

観察　時　問

2及ピ7・5ノ問昌
動猴ス

刺載憩換番號戟刺

〃
　
、
　
〃
　
　
ρ
　
　

”
　
　
〃
　
　
”
　
　
”

合計10800秒

1

2
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
・
：
：
4
9
　
5
0 9

大毘六年一月廿六日午前十昼時萎

黄（左）

韮（左）

”

赤（右）

線（右）

〃
　
　
ρ
　
　
『
　
　
〃

〃
　
　
〃
　
　
ρ
　
　
〃

黄（左）　赤（右）

韮（左）　線（右）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
八

四
以
下
述
べ
ん
と
す
る
紛
よ
ウ
勾
に
至
る
三
曲

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
　
　
　
　
　

（

駿
は
赤
・
黄
の
覗
野
翻
孚
と
緑
童
の
観
野
醐
璽
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

を
短
時
問
づ
、
交
互
に
観
察
す
る
こ
と
．
三
に
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

述
し
詑
る
も
の
と
全
く
同
｛
な
れ
ど
竜
、
鉱
ハ
観
察

絡
う
に
閉
舅
又
は
箪
一
親
を
な
し
π
る
影
響
を

の
擁
し
π
る
織
に
於
て
少
し
く
異
る
も
の
あ
う
。

第
十
七
表
1
、
五
、
皿
滲
昭
酬
。



SO9

・
同
行
の
観
野
翻
囲
撃
の
後
行
の
説
野
閥
争
に
及
ぼ
す
影

第 十　七　牽

　（1）

覗塁欄 観野闘 墾均一阿出現時悶 纏魏察 建績韓換闘撃
刺　　　戟

璽鍛 三時問 黄 赤 暗聞轍劉 疇問

1・赤（育、黄（左）卜最簑（看）

鍵（左）トチ輔換シテ交
一 『 ｝ 　

540 135 4

番呂槻察ス
2．費（左）　赤（右）　・ 並 6 1．6 1．4 6

一 一

3．閉　昌
｝ 一

＿　　　　　　「

一
137

一 一

4・費（左）　赤（右） 0 ◎
一 一

24
『 一

眠閉　貸 ｝ 一 一 一
10

一 ｝

9．黄（左）　赤（右） 0 0
『 一

16
｛　　　　．

｝
「

大正五年六月十五日壮丁十時争

　　　　　（II）

藝象 戦

〇
九

1・茨（左壕．看）曜‘（左）
　、豪窪5（右）トヲ」享尋ζ換シナ交

　番槻察λ
2・黄（左）　赤（右）

讐轟～蝉トチ嬬
4．閉．目

5・黄（左）　　　　赤（右）

6．醗　臼’

7・輩（左），　赤（有）

＆閉、目

9・黄（左）　赤（膚）

10・閉　昌・

1L黄（左）　赤（右）

競野閾

鍛　争

9
一
一
〇
一
〇
一
〇
一
〇

麗野窩

璽疇問

頚
「
「
・
「
。
σ
一
・

軍均一囲田現時間

　黄　　　赤

1．8 ‘e．o

総槻察

時間

3S8

30

180

　3・5

80

12　・2

80

450

3’O

660

30

蓮騨嶽闘畢

穂換敷時問

穴正五年六月七日午后一時串姶

97

y
2
6

4



tlO

（皿）

蓮績韓換闘

時問

・
哲
樫
研
兜

鞘換数

纏槻察

時　間

ナ旬一一圓琵1蓼巳時i背3

赤．
黄

覗野嘩

璽蒔間

覗野闘

・畢　三
曲’

刺

8
　
ア
　
一

　
第
五
＋
八
三
，

s
　
一
　
｝
鼠

拗
「
「
闘
「
　
姶

960

50

120

200

9．0

’．55’

「
，

【
．
－
「

一

二
．
｝
　
　
＝

［
　
｝
6

一
　
二

「
o

晶
　
｝
“

⑪

1 1 1 tlo今t131

大正五年六月二冒正午＋二時

黄ノ幽幽闘争ハ始鋒鮮明ナルモ、緑、董バ始メ七回マ
シ、八回位ヨリ少シク闘躰チ添シ、十五画臼位ヨリ錫

＝9Eル。

ハ始メノ四回位ノ聴換マデハ融合夢示シ、目標封蝋テ

堰シ隷、董幽趣メテ明瞭ナ・覇畢チ示ス。

1，黄（左）赤（右）き黄佐）緑

　（右）．b・v交番篇鯉察ス

2棚　1、1

3．蓋茎（オ三）　　　線（右）　「，

主焚、赤ト遣、赤トウ交番
　畠親察ス＊

5・閉’日

6・塾を（左）　　　濠（右）

7．赤、隷ト黄、坊iト9・交番

　轟槻察ス＊

＊此観察四神テ屯赤、黄ノ覗葦

　デハ全ク、趣合チ暴シ、八巨

　瞭ナル闘壌チ呈スル昌至ル。

＊ノ此至観察二於テ赤、黄ハ始メノ

　肺野闘貧チ示ス。之昌反環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
〇

　
・
蛋
同
憂
緯
は
三
十
回
行
ぴ
鷺
も
．

鼓
に
博
す
。
・
　
　
・
　
　
　
，
　
．

　
是
等
の
諸
結
果
を
通
覧
す
る
に
除
色
観
．

係
を
有
す
る
色
彩
の
購
次
的
掘
察
は
観
野

糊
争
の
逓
減
を
示
す
こ
と
明
ら
か
・
な
う
。

擁
し
て
．
共
一
寸
の
進
行
が
前
に
見
禿
る
知

き
墜
曲
線
を
な
す
之
と
竜
亦
明
瞭
な
う
、

但
其
曲
線
の
轡
曲
の
度
は
郷
前
に
見
π
る
．
・

諸
結
果
、
に
比
し
て
遙
か
に
小
な
る
が
如
し
。

是
朗
色
の
残
像
關
係
に
本
つ
く
竜
の
に
し

、
．
て
、
「
前
行
の
親
野
融
．
合
の
後
行
の
親
野
岡
璽

に
及
ぼ
す
影
響
の
申
に
観
察
せ
ら
れ
禿
る

　
　
．
的

事
實
と
能
く
照
鷹
す
。

　
　
働
黒
田
’
．
前
二
心
丈
　
第
こ
飾
第
三
赦
第
、

　
．
四
敷
三
才
。



12｝

　
　
　
梅
、
一
赤
隷
の
同
時
的
並
び
に
．
綴
次
的
観
察

　
此
實
験
は
赤
線
の
親
藩
闘
璽
を
赤
隷
の
左
右
關
係
を
交
互
に
愛
堕
し
て
観
察
す
る
竜
の
な
蚤
。

此
観
察
竜
共
時
間
の
差
異
に
由
b
て
、
↓
前
後
の
親
瞬
翻
壌
を
各
々
融
合
を
生
ず
る
ま
で
観
．
察
す
一

る
揚
合
、
⇒
芳
の
嬉
野
璽
の
み
融
合
を
生
ず
る
ま
で
、
槻
察
し
、
他
方
の
親
野
闘
争
は
短
時
間
の

親
試
に
止
む
る
射
合
、
及
醒
⇒
爾
方
の
母
野
甜
璽
と
竜
軍
時
間
の
無
爵
に
温
む
る
暗
合
の
三
種
衣

分
つ
・
質
し
て
第
＋
八
表
は
↓
、
第
＋
九
表
よ
参
第
二
＋
二
表
ま
で
は
口
、
第
二
＋
三
．
表
第
二
＋
四

表
は
ご
一
に
厩
す
。
　
，
．

南
前
壁
の
観
翌
翌
雫
を
各
，
融
合
を
，
生
ず
る
史
て
観
察
す
る
揚
合
。
第
呼
熟
表
σ
り
嘩
謬
照
。

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
注
意
　
　
以
下
・
諸
實

團．
闘

第

（簗十八表附翻）

毫
購

，
，

．i

『｛r　　　著｝
一ミ　　鋤

・膿，・ ；
1
二
｛

き 、1聖　亘　1　　・
9

遷一、 濠
、
1

、

暫 F

覧。域

1 「

、
、

φ

～
8

一ト

ヨ＝

，
斡

、
、
｝

奢
一

、

’

．・

、

1
、　　・

」　　」 し

‘・　、
靴1 ‘覧’　　た

帰

、
鵬
行
の
観
野
欄
繋
の
後
行
の
競
野
濁
囎
及
に
ぼ
す
影
馨

aハ泳（左）線佑）、bハ其逆

瞼
に
於
て
竜
色

度
は
第
二
圓
以

」
後
の
槻
察
に
比

し
第
一
飼
の
麹
．

察
最
小
な
り
。

一
一
．
一
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第　　十　　八 表

（工）

刺

赤（左）

隷（左）

赤（左）

緑（左）

赤（左）

縫（左）

戦

線（膚）

旅（右）

緑（右）

赤（右）

線（右）

赤（右）

観野醐争数

一
b
5
0

　
　
　
↓
「
1
9

6
3
4

　
　
　
2
n
O

麗野闘畢時間

166

142

130

84

79

20

軍均一回繊現時陶

2．7

L）．O

zi．9

ユ。5

3．3

1．4

大正九年十月三十罠午後三時三十分

緑

鍛
α
3
舗
蘭
想
騒

糖観察時間

193

20

150

119

97

5e

哲
學
研
究

第
三
＋
八
ヒ
號

（II）

刺

．き

麟

線（左）

赤（左）

隷（左）

赤（左）

隷（左）

赤（左）

隷（左）

赤（右）

緑（右）

赤（膚）

線（震）

赤（膚）

緑（看）

赤（右）

闘畢数

7
1
3
9
5
8
1

3
5
2
3
2
4
2

闘争時聞

iO3

150

7盛

120

18

116

73

亭均一囲出現勝闘

隷

1．5

‘2．3

1．6

‘．）．o．

工．5

1．7

ユ．3

4．1

3．6

4，9

d．c：

5．1

3．1

5．9

総親察時間

大正九年幸一月三輿午後一時四＋五分

158

ユ60

10t）

12ti

111

116’

88

㌔

g



・
ゴ
．
凶
方
の
親
野
鰯
・
箏
の
み
融
合
を
生
ず
る
ま
で
観
察
し
、
他
方
の
平
野
囲
翁
は
短
時
問
の
観
察
に

（
　
　
　
・止

め
．
禿
番
揚
合
。
第
十
九
乃
至
第
．
二
．
十
二
表
墾
．
照
。
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表九『
十

第
・

▼

9　　　　r

亭均賊回田現暗間
刺　　　戟 闘q｝数 闘争時問 穂麹擦疇問

線 赤
レ

1．線（左）旅（右） 49 100 1．3 2．9 130
．赤（左）隷‘右）’ 2

2隷（左）赤（膚） 11 47　． 1．3 7．8
　
8
7
，

赤（左）隷（ttir） 2

藷襟（左）赤r右） 7 26．‘ 1．1 72 　　覧
赤（左）線（右） 璽　　2

崔・隷（左）赤（看） 7 16 エ．8 3悉 43

赤（左）線（右） 剛 2．

5線（左｝薬餌） 5 2び 1β 7畠 60
赤（左プ緑（右） 二 2

6．線（左）赤（右） 7　． 27’ 1：4 監1 40
赤（左）綴（右） ．2

覧隷（左）赤佑）赤（左）繰（右） 5 2ミ μ ユ2．3 45
Q

8．緑（左）赤（右） 5弓・ 14 1．1 5．6 040

赤（左）線（右） ．F Q

9。緑（左）赤（右） 5 ユ9 1．3 弘4 40

大疋年十一月五B午前午後チー時三〇分

箭
行
…
の
競
嬰
…
闘
磐
の
後
行
の
醐
聯
門
欄
四
璽
に
及
ぼ
す
影
綴
掃

1

表十二第
P

繕鋳饒察蒔1間
；均一画画現時間

鳴

山野闘竃

臨　間

野翻畢

籔
戟剰

鵬
臆
5
暗
君
5
珊
、
讐
灘
旧
5
雛
遜

、
　
．

誌
　
⑳
．
印
　
濃
　
鴇
　
a
　
輪
　
録
　
粥
．

、
玲
　
2
0
　
鍛
．
幻
、
鮒
　
矯
　
瓢
　
蝸
　
器

51

@
8
1
　
2
5
　
8
3
　
8
7
　
4
7
　
8
4
　
5
1
　
4
9

1
　
　
　
　
　
　
　
1

0

62

@
1
8
　
3
2
　
2
3
　
1
8
．
1
4
　
2
4
　
1
8
　
1
4

1．緑（左）赤（右）

　赤（左）線＝右）
2．隷（左）赤（右）

　赤（左）　繰（右）

歌緑1：左）赤佑）
　赤（左）　隷（右）

4．線（左）赤（右）

’赤（左）総右）
5。隷〔左：）　’赤（右）

淑左）隷（右）
6．線（左）赤（右）

赤（左）隷（看）
　　　　　赤（右）7．隷（左）

赤（左）隷（右）
　　　　　赤（右）＆緑（左）

赤（左）線（右）
9・潔騰（左）　　赤（、右二）

一
；
M

大正九年十一月二N午後一時繰
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第　二　十　一　表

狂，「
■

ヨ 戦

4緑（左）　赤（膚）

赤（左）　線（右）

糠（左）　赤（右）

赤（左）　線（膚）

隷）左）　　赤（右）

赤（左）　線（右）

隷（左）　赤（右）

赤（左）　縦右）

線（左）’赤（右〕

赤（左）　隷（膚）

隷（左）　　赤（右）

赤（左）　線（君）

緑（左）　赤（蚕）

醐野醐争

25

25

ユ1

13

17

11

11

闘幽暗間

」r1

77

50

5蔓

101

71

58　・

卒均一回繊現晴…間

線

ユ．0

1．0

2．0

1．5

　’

i．）．1

2．0

2．5

赤

3．2

ol　．3

7．6

73

10．3

11．ri

8．6

鍛裁察時聞

大正九年十一児三賃午前テ時三十分

第　こ　十’二　表

1
8
5
8
8
8
0
9
1
8
1
8
8

9
　
Ω
｝
　
1
　

0
　
2
　
0
　8

　
　
　
1
　
一
　

ユ
　

一

刷
r
ち
湘

劣
r
馨

究

嬢
践
幸
八
號

二二 戟
観野闘雫

　籔

隷（左）

．赤（左）

線（左）

赤（震⊃

隷（左）

赤ぐ左）

隷（左）

赤（左）

．緑（左）

赤（左）

線（左）

赤（左）

線（左）

赤（右）

緑〔君）

赤（右）

隷（右）

赤（霜）

線（右）

赤（右）

継右）

赤（右）

緑（右）

赤（右）

線（右）

赤（右）

25

‘一）1

28

17

13

競野醐畢

暗『問

Jr　3

69

vi　O

6｛

54

畢均一圓出現隠問

赤

1．5

ユ．9

1．7

2．5

・a．7

2，8

4．8

3．3

5．2

5．8

総擬闘時聞

大正九年十一月二日午后三聴五十分始

133

答覗

不明

　35

エ00

　’35

不明

　35
ユ2，f）

　35

　a，9

　33

　Sl

四
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第　二　＋　三　表

蘭
…
行
の
湘
脚
野
闘
輪
・
の
後
行
の
灘
職
野
…
醐
爵
・
に
及
ぼ
す
影
鍛
冊

刺 識

隷（列聖）赤（膚限）

赤・隷イ左翻毛蟹

緑（左）　赤（右）．

赤、緑ノ左右轄新

線（左）　赤（膚）

瀕、緑ノ愛右聴換

隷（左）　赤（右）

，赤、緑ノ左右轄換

線（左）　赤（右）

赤（左）　赤（膚）、

線（左）　臨赤（膚）

観野鼠争

　勲

52

@
一
1
6
」
．
1
6
　
一
1
2
　
一
6
1
2
1
0

三野圓畢

　疇間

野
ご
、
ぎ
3
淫
盟

zp均一団
出現1昨間

・線

篇
｛
恥
「
篤
一
η
鞠
諏
．
鎗
鶏

赤

aΩ

m
．
鎗
【
邸
［
羅
一
締
，
鴉
％

継穰察喫燗

203

18t’O

　Sl

ISOO

　ri　ts7

1800

　65

18（’0

105．2

　80

　49

穴正六年一ヒ月一トーB午前ゴL時rL－1一分始

第　二　　＋　　四　表

　　　　　　（三）

　　　　　　　爾

漣緬覗野闘争　二

軸換撒疇閣・の

　　　　　　　野

450　4．　・闘

　　　　　　　箏・

　　　　　　　と
　4501　4．
　　　　　　　竜

　　　　　　　短

450　4・・　聴

　　　　　　　聞

　450　d．　　の

　　　　　　　親

　　　　　　　察

　　　　　　　に

　　　　　　　止・

　　　　　　　め
　　　　　　　類

　　　　　　　繁

　　　　　　　に

　　　　　　　反

　　　　　　　復

興 戟

誠

1．赤、隷ノ左右韓換

2．輩一調零・

3・赤（左）・線（右）

’4．赤（左）　線（右）

5・赤（左）　　隷（右）

職畢数

0
2
9
3
7

闘璽疇問

挙均一圓
出…晩時弼

0
5
6
9
0

線

ワ
・
7
・1
2

赤

1
2

2
9
一

聰掘察時間t
i蓮劉轍騨

i鯨換数

　921

　1L）O

　エ75
蔭

　131

　1L，O

176

翻β

＊畢一闘ハ實瞼滋細葺己載シタノガモノナリ

・大正

5．5

す
る
揚
合
第
二
＋
三
表
墾
照
。



　
　
　
　
　
哲
扇
跡
究
　
第
五
＋
八
聯
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
六

蜘
　
　
第
二
十
四
表
は
此
結
果
の
外
野
軍
一
視
の
影
響
を
併
せ
見
た
る
も
の
な
り
。
．

　
　
如
上
の
諸
結
果
を
垂
簾
す
る
に
興
結
果
の
性
質
は
赤
門
黄
・
と
緑
・
董
ど
を
諾
諾
的
に
観
察
し
控
る

　
竜
の
．
と
全
《
同
凶
な
う
。

　
　
　
　
ハ
，
撮
要
，

　
　
斎
王
冤
誉
れ
る
如
く
赤
乏
緑
と
黄
と
董
．
の
動
き
血
色
の
闘
乱
を
有
す
る
色
歌
を
縫
次
的
に
爾

　
眼
に
與
含
や
写
捧
黄
蚤
緑
董
の
視
野
饗
を
繰
返
し
て
概
察
す
る
と
き
諏
前
後
の
親
野
の

　
箏
，
の
憂
化
は
次
の
如
く
な
る
べ
し
。
友
其
憂
化
は
赤
（
右
緑
（
左
）
と
赤
（
左
緑
（
右
）
と
を
交
互
に
縫
次
的

　
な
観
察
す
る
揚
倉
に
於
｛
同
一
な
垂
。
．

　
↓
色
彩
笹
野
闘
争
は
繰
返
す
に
忍
び
て
融
合
を
生
じ
易
く
総
乃
。
其
融
倉
と
促
進
す
る
傾
舟
は

　
（

　
　
．
始
め
は
急
に
後
に
は
緩
や
か
に
増
大
す
。
・

　
コ
籐
色
革
係
を
有
す
る
刺
戟
を
繊
職
制
に
親
察
す
れ
ば
親
腎
翻
璽
が
登
単
袴
失
す
る
こ
と
殆
ん

　
（

　
　
ど
無
し
。
そ
の
實
験
に
於
て
．
は
三
時
間
に
亘
る
観
察
に
於
て
竜
一
ご
回
の
論
争
は
常
に
存
在

　
　
す
。
・

　
ヨ
払
騨
行
の
鰭
骨
刺
戦
の
難
行
の
翻
．
箏
鯛
戟
に
及
ぼ
す
艶
色
朗
残
像
の
影
響
は
後
行
の
興
野
翻
躰

　
　
を
眠
む
。
　
三
十
’
第
十
三
表
①
U
、
第
十
五
表
、
第
二
十
一
表
参
照
。
　
叉
第
二
十
ハ
三
表
及
び
第
十
七
表
・



．
Ψ
た
於
て
殊
に
明
瞭
な
暫

．
四
馨
急
難
黙
す
養
蚤
聖
読
贈
号
の
傭
と
薯
の
脳
底
翠
刺
戟
の
後
行

　
．
φ
親
野
南
璽
刺
戟
に
及
慣
す
除
色
豹
残
像
の
敷
果
は
互
に
正
反
勤
な
る
性
質
を
有
す
．
る
」
が
故

　
に
、
實
験
の
親
察
結
果
は
卜
者
の
相
殺
ぜ
．
る
竜
の
な
う
。
而
し
て
前
者
は
観
応
闘
箏
を
繰
返
す
・

．
蓋
て
粛
循
穿
る
適
俊
る
警
護
回
覗
野
堺
憲
返
せ
擾
に
後
者
壷
倒

　
す
る
に
至
る
。

・
重
点
時
間
遠
野
翻
争
を
観
察
し
た
る
面
一
定
時
高
岳
血
止
は
藁
．
種
の
恥
一
親
（
第
二
＋
四
表
参
照
）
、

，
属
我
老
べ
書
論
黒
黒
。
厘
て
雄
蕊
懸
果
は
猛
時
間
の
葱
に
て
一

．
竜
艮
時
闘
の
揚
食
て
竜
同
謙
な
う
。
此
影
響
予
が
．
前
行
の
規
野
融
合
．
の
血
行
φ
笹
野
．
闘
箏

　
に
及
ぼ
す
数
果
あ
研
究
中
闇
黒
郎
ち
閉
目
の
影
響
を
槍
レ
π
血
忌
の
と
愚
詠
直
証
．
と
信
ず
。

　
詳
言
す
れ
ば
．
閉
月
（
叉
’
は
一
種
．
の
軍
一
視
）
は
署
し
く
覗
野
融
合
を
促
進
す
る
も
の
な
か
9
。

第
四
章
　
結
・
論

l17

　
置
上
、
陰
野
來
・
れ
る
．
三
種
の
貿
験
高
志
諭
ひ
，
興
結
果
．
に
由
軌
て
與
へ
ら
れ
．
．
π
ろ
，
扁
．
蝋
、
色
彩
の
晶
下
野
・
罵
」

藁
筆
直
島
若
ぐ
は
」
一
定
，
時
澗
を
置
き
て
．
後
行
ず
る
他
．
の
こ
色
彩
の
．
親
身
翻
箏
k
灘
し
て
果
し
，
て

　
　
　
　
前
回
三
野
畢
穫
誉
観
野
醐
露
及
写
影
響
・
　
　
　
　
　
　
．
．
」
ご
雪
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哲
撃
研
究
　
　
第
五
十
八
號
」
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考
ふ
る
に
、
吾
人
は
次
の
如
き
諸
事
實
を
断
定
し
得
べ
し
と
信
ず
。

一、

e
野
岡
璽
は
繰
返
す
に
從
て
融
合
の
傾
向
を
増
す
。
換
言
す
れ
ば
前
行
の
競
闘
闘
璽
は
後
行

　
の
三
野
闘
箏
に
野
し
て
禁
止
的
影
響
を
有
す
。
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

ご
、
前
行
の
視
野
闘
箏
の
練
行
の
親
藩
闘
争
に
及
ぼ
す
禁
止
的
影
響
は
観
野
晒
孚
を
繰
返
ぜ
は
繰

　
返
す
ほ
ど
増
加
し
、
そ
の
進
行
は
始
め
急
に
後
に
至
う
て
緩
な
う
。

三
、
前
行
の
視
野
翻
璽
の
後
行
の
観
腎
車
争
に
及
ぼ
す
禁
止
的
影
響
は
、
残
像
の
影
響
を
徐
け
ば
、
前
、

　
後
の
闘
璽
刺
戟
の
性
質
が
同
＝
若
く
は
極
め
て
類
骸
）
な
ら
ぎ
る
限
ウ
存
在
の
確
謹
な
し
。
換

　
言
す
れ
ば
其
禁
止
的
影
響
は
前
後
の
競
野
翻
璽
刺
戟
が
同
轍
な
る
場
合
に
於
で
測
量
し
得
コ

四
、
前
行
の
爾
眼
刺
戟
の
後
行
の
爾
眼
刺
戟
に
及
ぼ
す
淺
幽
し
叉
は
劃
比
の
影
響
は
直
行
の
覗
野

　
圖
璽
を
促
進
し
若
く
は
禁
正
す
。

五
、
閉
目
は
後
行
の
観
野
醐
争
に
禁
止
的
影
、
響
を
及
ぼ
す
ゆ
（
完
）


